
　金融機関との一層の連携強化による捜査・被害拡大防止の推進について 

 

令和７年４月３日 

警察庁丁組二発第126号 

警察庁刑事局組織犯罪対策部組織犯罪対策第二課長から 

警視庁特詐欺対策本部長、警視庁刑事部長、警視庁組織犯罪対策部長、 

各道府県警察本部長宛て 

（参考送付）各管区警察局広域調整担当部長 

 

（概要） 

金融機関がモニタリングにより詐欺の被害のおそれが高いと判断される取引

等を検知した場合に、警察へ必要な情報を迅速に提供する連携（以下「情報

連携」という。）について、一部の警察においては、情報連携に加え、警察か

ら協定を結んだ金融機関（以下「協定金融機関」という。）への不正利用口座

に係る情報を迅速に共有するなどにより、警察と協定金融機関が捜査や被害

拡大防止のために緊密に連携を図る取組（以下「情報共有型連携モデル」と

いう。）を推進し効果を上げているところ、都道府県警察に対し、引き続き情

報連携を推進しつつ、情報共有型連携モデルと同様の枠組みを導入し、金融

機関との一層の連携強化を図るよう示達したものである。


